




第６期科学技術基本計画への⽰唆（専⾨調査会でのご意⾒）
１ 基本計画

（１）基本計画の対象範囲
① 科学技術振興から社会構造改⾰への転換

• 「科学技術の振興」のためだけではなく、「Society 5.0実現のための社会全体のシステム改造・システム変更」のための計画【上⼭】
• 産学官と丁寧に対話を重ね、閉塞感の根源にまで⽴ち返った処⽅箋を提⽰【橋本】
• 社会構造の改⾰に本気で取り組むべき【濵⼝】

② 短期・⻑期を考えたアジャイルな政策体系
• ⽇本独⾃の価値観を反映したSTI政策のミッションの提⽰【上⼭】
• 科学技術基本計画を国家戦略に昇華。2025年までの短期戦略と2050年までの⻑期戦略【上⼭、五神】
• 基本計画と統合戦略の役割分担の整理【上⼭】
• 現場レベルで迅速に判断し⾏動をその場で修正するモデルを基本計画という枠組みにどう整合させるか【五神】

（２）将来像、Society 5.0
① ⼈間中⼼の価値観

• ⽣産に重きを置いたGDPから⼈に重きを置く、価値の創造に重きを置く【上⼭、⼩林】
• オールインクルーシブで⼈間中⼼の社会【上⼭、梶原、濵⼝】
• 「もの」から「こと」へ、更に「ひと」の価値の向上へ【上⼭】
• 若⼿研究者への期待【⼩⾕】
• 若⼿に限らず創造的で⾼い付加価値を⽣み出す能⼒のある⼈が活躍できる社会【松尾】
• 資源もなく、⼈⼝も減る国は、⼈材と科学技術でイノベーションを起こしてソリューションを提供し、グローバルに貢献するしかない【⼗倉】
• Society 5.0とは、個別の多様な違いに低コストで対応できるチャンスが⽣まれ、その結果として現れる格差の減少したインクルーシブな社会

【五神】
② 地政学

• パックス・ブリタニカ、パックス・アメリカーナからパックス・トラストネスへ【上⼭】
• 地政学的な中⼼はアジアに戻ってきており、富の⽣まれ⽅が劇的に変化。未来を引き起こそうとする⼈にとって⼤きなチャンス【安宅】

③ 社会的課題への対応
• 社会データを活⽤した防災・減災、災害時のBCPや物流の確保など、災害に対する社会像を提⽰【篠原】
• 産業界のSociety 5.0ユースケースから明らかになった課題や制度⾯に反映すべき課題を６期へ反映【篠原】
• 経団連では、「Society 5.0 for SDGs」により、公共の利益と同時に、企業の利益も図るんだという考え⽅を⽰している【⼩林】
• Society 5.0、SDGs、ESGは親和性の⾼いコンセプト。企業の利益とともに公共の利益を求める⽅向になっている【⼗倉】
• Society 5.0とSDGsとがアラインした絵を描くことで、⾮常に⼤きな世界的課題を⼀気に解いて産業化するチャンス【安宅】
• Society 5.0をデザインとしてどう実現していくか、 Society 5.0は持続的成⻑を⽬的とするべき【江崎】
• Society 5.0の正確な再定義【⼩林】
• 未来は⽇本を⾒たら⾒えるという国になってほしい、Society 5.0とSDGsの交点を狙うべき【安宅】
• サイロ構造とプラットフォームのマトリクス構造のマトリクス構造をどのように作るかというルール、環境が重要【江崎】
• 将来像の検討に際して重要な要素は⼈⼝と⼤都市【松尾】

※敬称略

第６期科学技術基本計画への⽰唆（専⾨調査会でのご意⾒）
１ 基本計画（続き）

（３）⽇本の強み弱み
① 価値観としての強み・弱み

• ⽇本流のエコシステム、⽇本ならではのやり⽅は明確にあるはずで、他国・地域の真似をする必要はない【⼩林】
• 我が国の強み（データの信頼性、基礎研究、国家としての信頼、科学技術に対する信頼）を活かす「ジャパンモデル」の提⽰【上⼭】
• 知識集約型社会におけるビジネスモデルを開発する場所として⽇本の優位性は際⽴っている【五神】
• 産業の価値がモノから知識・情報に変わる中、産業資源はモノと組み合わされており、⽇本の強みとして活⽤できるものを⾒極める【五神】
• 先端技術の覇権争いが起きる中、経済、技術をセキュリティとともに議論する流れ。優秀な科学者が⽇本という環境を求めて来るようなルール

を策定【⼗倉】
• ⽶国では経済、社会、環境へのインパクトのトリプルボトムラインモデルが主流。社会にいかに還元するかという考えは⽇本が⼀番先⾏【久能】
• 成功事例を把握し、ジャパンモデルのヒントを探す【濵⼝】
• 才能と情熱（⼥性、貧困、シニア層）の解放による⼤きなポテンシャル。制度の⽋落への対応。【安宅、遠藤】
• 科学技術の分野における⼥性活躍推進のための司令塔が不在【⼤隅】
• ステークホルダーの多様化（市⺠参画）がまだ実現できていない【⼤隅】

② 分野別の強み・弱み
• データ×AIが広まる第２、第３の波の局⾯では、産業をほぼフルセットでもっている⽇本にとっては⼤きなチャンス【安宅】
• 通信の秘匿性、データの中⽴性の⾼さは⽇本の宝【江崎】
• 我が国の基盤的技術（AI、量⼦、バイオ）とそのアプリケーション（環境エネルギー、防災、農業など）を踏まえた弱み・強みの分析【⼩林】
• ⼀般的に⽇本の科学技術への⼤きな過信を拭い去ることからまずは始めていかなければならない【遠藤】
• 最先端の分野（エマージングテクノロジー）での共同研究を⾏う際のインフラ整備が遅れている【遠藤】
• 電化が進む中で⽇本の電⼒の供給構造をよりセキュアに【遠藤】
• 世界では全体で1,300兆円程度のESG投資、さらにこれをプロダクト⾃体のインパクトモデルでやることに50兆円程度の投資。⽇本は遅れて

いるのではないか【久能】
（４）⽬標値

• 社会を⾒据えた上での⽬標値を設定する場合の範囲と設定⽅法【上⼭】
• ５期でEBPMが前進した。継続的に取り組むべき【⼗倉】
• 短期KPIにとらわれ、中⻑期への投資や事業の⾒直し、戦略的な撤退が困難になっている【江崎】
• ⽂理融合がクリティカル。経済を単純にGDPだけで評価していいのか。イノベーションと経済成⻑の関係、リアルとバーチャルの価値創造を定量

的に捉えるための物差し、事差し、「⼼差し＝志」といった視点【⼩林】

２ Society 5.0時代における科学技術と社会の在り⽅に関する現状と課題
• 知を⽣み出すエコシステム作りとともに、その先の、変化する社会や⼈間への洞察・考察がより重要に。⼈⽂社会科学の発展や⾃然科学との

融合も必要。社会受容性をどう⾼めていくのか、ELSIの視点、多様なステークホルダー、国⺠との対話を丁寧に【梶原】
• 今後、デジタル⾰命やAIなどの進展の中、様々なレベルで信頼関係が損なわれるといったことが懸念【梶原】
• ⼈⽂系との連携により、AIに関する倫理⾯や法律⾯の問題、フェイクニュースをはじめとした情報リテラシーの問題を解決【篠原】
• ELSIの中でも法律が⼀番議論しにくい。技術は進展しているが法律が追いついていないのが現実【濵⼝】

※敬称略
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第６期科学技術基本計画への⽰唆（専⾨調査会でのご意⾒）
３ 科学技術の振興・イノベーション創出の振興に関する現状と課題

（１）⼈材⼒強化の現状と課題
① ⼈材育成

• 優秀な若⼿研究者が将来に不安を感じることがないよう、アカデミア、産業界も含めてこうした⼈材が活躍できるポストを増やす⽅策【橋本】
• ⽶国の⾼等教育の現場では、直観⼒、洞察⼒、俊敏性など個⼈に⼒をつけてどこに⾏くかを決めることができるリーダーを育成【久能】
• 新しい技術やイノベーションを取り⼊れて、よりよい社会を変⾰するといった構想⼒、実現⼒を持った⼈材の育成【梶原】
• スケール型の⼈材から未来を仕掛ける型の⼈材へとシフト 【安宅】
• Ph.D.をとるのにお⾦がかかるのは⽇本だけ。育成グラントを。また専⾨職⼤学院以外は修⼠課程を廃⽌した⽅が良い【安宅】
• ⽇本の⼈材育成問題点は国際化【濵⼝】

② ⽂理融合
• 境界型、横断型の⼈材を育成するモデルへの刷新。学部・学科横断でのプログラム構築。データAI系のリテラシーは⽂理問わず必須【安宅】
• ⽇本の厚い⽂理の壁をなくす【⼤隅】
• リベラルアーツの重視【北岡】

③ ⼈材流動性
• マインドセット変化を効果的にもたらすダイバシティ・アンド・インクルージョン、⼈材の流動性の拡⼤【梶原】
• 企業と⼤学の間の⼈事交流が給与⾯の違いのために年々減少。⽶国等に⾏っている⼈たちが⽇本に帰れる政策的な⽀援を【濵⼝】
• 「出島」制度に加え、⼤企業にいながらも居眠りをしている優秀な⼈材を活性化させる「内島・⼊り島」【⼩林】

（２）研究開発投資の現状と課題
① 量の拡充

• 政府の科学技術予算を対GDP⽐１％、⺠間を３％という⽬標の重要性はますます⾼まっている【⼗倉】
• 総額26兆円の研究開発投資⽬標について、実際の過不⾜と、第６期の発射台としての位置付け。⺠の投資協定などの位置づけ【⼩林】
• 国⼒に⾒合った投資がなされていない【安宅】
• 投資額が⻑年変わっておらず、世界の変化についていけていない【菅】
• 資⾦を全て国費で賄うのは妥当ではない。合理的な形で⺠間セクターも含めた資⾦循環が起こるような仕組みを【五神】
• ⼤学及び科学研究を⾏っている国研において安定的な予算が必要。10兆円程度の基⾦を設ければ国⽴のRUはほとんど救い出せる【安宅】
• 欧⽶では⼤規模な基⾦運⽤を基に教育・研究環境整備が⾏われ、育った⼈材から個⼈の寄付が⼤学等へ基⾦原資が⼊る流れ【安宅】
• 情報系の国研の予算が削られているのは時代逆向的【安宅】

② 質の向上
• 国による資源配分は国家の意志を反映。基盤的経費と競争的資⾦双⽅が本来担うべき役割、両者のバランス等の明確な全体像【橋本】
• イノベーションの起点となる⼤学、国⽴研究開発法⼈については、組織改⾰を前提として、投資を増やすこと等を明⽰【橋本】
• 競争的資⾦の配分⽅法（審査のあり⽅等）にはアカデミアに⼤きな不満が蓄積されており、早急な⾒直しが必要。その際、それぞれの競争

的資⾦の⽬的を整理しつつ、最先端の知を切り拓く研究をいかに促進するかという視点をもって検討【橋本】
• 政府予算の全体的な最適配分の抜本的な⾒直しをしないと、科学技術予算はますます厳しい状況【遠藤】
•
• 競争資⾦化と短期すぎる資⾦の⾏き過ぎは問題【安宅、遠藤】
• 基礎科学は国が成り⽴つ基盤であり、国⺠全体が育てていくという意識を持たないと【⼗倉】

※敬称略

第６期科学技術基本計画への⽰唆（専⾨調査会でのご意⾒）
（３）知の基盤強化の現状と課題

• 今までは0→1に重点を置いてきたが、⼀番難しいのは1→10【江崎】
• 次の破壊的イノベーションを起こすための多様な研究者が⾃分の好奇⼼に基づけてチャレンジできる環境の構築【篠原】
• オープンサイエンスを進めるための基盤となる⼤学附属図書館のデジタル化が遅れており、進める⼈材も不⾜【⼤隅】
• 「電⼦ジャーナル問題」（商業誌の購読費の値上げにより⼤学によっては⽀払いが困難に）【⼤隅】
• SINETの役割を拡張し、学術以外の様々なセクターも利⽤できる国家インフラとして整備。サイバーセキュリティ、半導体については今から⼿を

打ち、第６期の施策につなげる。量⼦技術の早期実⽤化を図るため重点投資が必要【五神】
• SINETをコアとしたインクルーシブな研究と教育（R&E）のネットワークシステムの構築。官⺠による分散・協調型グローバルインフラ【江崎】

（４）⼤学・国研の機能強化の現状と課題
• ⼤学の役割を拡張させるための仕組み（先⾏投資資⾦を⺠間等から調達など）、異次元の規模で⼤学に投資がなされるような資⾦循環

を⽣み出すための具体的な施策を実現【五神】
• 産業体としての⼤学の役割。⼤学に集積された半導体の製造から活⽤に⾄る⼀気通貫の知によって、実需を担う企業と連携しながら半導

体のバリューチェーンを⽇本がグリップし続けていくことが必要【五神】
• ⼤学⾃⾝が価値を新しく創る場になるべき。国⽴⼤学法⼈法は⼤学が経営体になることを前提としたたてつけにはなっておらず、修正を急ぐ必

要あり【五神】
• ⼤学や国研のタコつぼ化の打破。タコつぼ化によりデータの囲い込みが⽣じたり、機器の調達が困難になるなどの弊害が出ている【永井】
• 国⽴⼤学の法⼈化で⼤学病院には成功事例があり、その横展開を。また公設⺠営化などの規制緩和を【濵⼝】
• 重点的な⼤学の絞り込みなど、⼤学の構造改⾰は必⾄【遠藤】
• 研究⼤学の数は少なすぎる【安宅】
• ⼤学教育における⼥性の⼒の発揮、英語教育の充実【北岡】
• ⼤学教員にとっては次の⼈たちを育てられるという権利もあり、⾃由な研究ができる環境と相応の待遇があれば頑張る【江崎】
• 橋渡し資⾦の重要性など、国研の在り⽅の⾒直しが必要【遠藤】

（５）中⼩・ベンチャー企業創出・育成
• ベンチャーに関する⽬標値にIPOが設定されているが、IPOは経過でしかない【菅】
• 次の産業の担い⼿となるスタートアップの育成
• ⽇本版SBIR制度の⾒直し

（６）産学連携とオープンイノベーション ※第5期基本計画では⼤企業の⾔及は限定的
• イノベーション政策をどれだけ具体化できるか。⽇本は組織の⼒が強い。WPIやCOIなどを体系的に分析し、マキシマイズ【濵⼝】
• 実効的な産学連携研究の推進
• イノベーション・エコシステムの構築

（７）知財・標準化
• 戦略的な知財・標準化

（８）研究開発活動の国際化と科学技術外交
• グローバルなアカデミックのネットワークを物理的・論理的に作る【江崎】
• ジオテクノロジーの重要性がここ半年で急激に増⼤。⼤学、アカデミアは外交オルタナティブとして有効【五神】
• 国際共同研究・国際頭脳循環の活性化

※敬称略
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